


























































 筑波大学附属駒場中・高等学校 技術・家庭・芸術科 
渡邉 隆昌 
要約 
本研究は、平成 28 年度指定文部科学省 生涯学習政策局 情報教育課『情報通信技術を活用した教育振興事
業「情報教育推進校（IE-School）」調査研究』および平成 29 年度指定『次世代の教育情報化推進事業「情報
教育の推進等に関する調査研究」』の取り組みに関する成果と平成 29 年度、平成 30 年度に実施した本校テー
マ学習「ソフトウェア開発環境（Visual Studio）を活用したプログラミングによる問題解決」の実践報告およ
び分析である。3 年にわたる単元計画づくり、教育実践は、プログラミング教育を広範囲に捉えることができ、
様々な示唆をえた。具体的な実践として、中学 3 年生の選択制講座を対象に、「開発向けツール（Visual Basic）
の活用」、「ライントレースカーの計測・制御」、「ゲームプログラムの設計と製作」、「Visual Basic for 
Applications を利用したアプリケーションの開発」について、計 17 時間の内容として取り組んだ。これらの
活動を通して、一貫したプログラミングに関する教育の有用性と可能性を検討した。 
 
キーワード：Visual Basic、ライントレースカー制御、ゲーム開発、Visual Basic for Applications 
 
1 はじめに 


















2 テーマ学習  
2.1 テーマ学習のねらい 
平成 29 年度、平成 30 年度に実施した、総合的な学
習の時間（テーマ学習 後述）での実践に向け、平成















さらに「Visual Basic for Applications を利用したアプ
リケーションの開発」と、一貫したプログラミング学
習の単元開発を行った。Visual Basic for Applications
を用いた授業については、Microsoft Office Excel、
Microsoft Office Word といった学校や生徒に身近な
アプリケーションの上でもプログラミングを学べるこ




























































2.3  教材開発の方法 











いした（平成 29 年度のテーマ学習では全 17 時間、平


















2.3.2  教材開発・単元開発のオンライン会議 
教材開発・単元開発の研究推進会議は、無償のオン
ライン会議システム（Skype for Business：令和 2 年
1月現在はMicrosoft Teams）でのやり取りを中心に、
2 か月に 1 度程度、定期的なミーティングを行った。
オンライン会議の参加者は、中・高教員 2 名、大学関























2.4  総合学習（テーマ学習） 





・協力者：テック・ステート  杉田和久氏 
     守谷工房      市川道和氏 
・受講生：10 名（選考によるもの） 









選考により決定した 10 名の受講生には Office365
のクラウド環境を積極的に利用させた。また、平成 29
年度は受講者 10 名全員に Surface Pro（Windows タ
ブレット PC）を与えて授業に参加させ、平成 30 年度
の受講者 10 名にはコンピュータスペースで 1 人 1 台
の Windows PC が使える環境を準備した。授業評価は
















平成 29 年度も平成 30 年度も、ほぼ予定通り進めるこ
とができた。 
【第１回】 
Microsoft Office365 の使い方、Visual Studio、






















アの内部の仕組み、高級言語（Visual Basic for 
Applications）でコントロールする仕組み 
 
3 Visual Basic ライントレースカーの制御 








































写真6  Skype による遠隔講義② 
 
3.2  Visual Basic ライントレースカーの仕様 

























3.3  閾値の設定 
Visual Basic ライントレースカーを制御するために、 
「TraceCarRemoteControl」というコマンドを実行し、





が 10 ならば、閾値はその中間の 25 程度がよい。 
     
写真8  TraceCarRemoteControl 
 



























































































































































は 100m 秒）。 
・ツールボックスから Timer をドロップ、貼り付け。 
・Timer をダブルクリックし、プログラムの記述欄を
出す。プログラムを入力し、10m 秒毎に処理を繰り


















・Form をダブルクリックし、Public Class Form の
下にプログラムを記入する。 
・「 Dim Altitude,Speed,Descend,Ascend,Hold As 
Single」…2 つ以上の変数を指定している。 
・「Dim Sore As Integer」…小数点がついていない数
値をあつかう場合に用いる整数型に定義する。 
課題５【下降・上昇・設置制限速度の初期値設定】 
・Form をダブルクリックし、Private Sub Form_Load
の下にプログラムを記入する。 
Descend = 0.03…加速度係数（下降方向の係数） 
Asend = 0.08…エンジンの噴射係数（上昇方向の係
数） 







・Score（スコア） = Score + 1 
    Speed = Speed + Descend（ディセンド）… 
重力に相当する係数（Descend）、段々と速くなる。 























5 Visual Basic for Applications 
5.1 Word VBA (Visual Basic for Applications)を活用
した文書処理の効率化 
テーマ学習の最終段階として「Word VBA （Visual 
Basic for Applications）を活用した文書処理の効率化」
のテーマのもと、文字変換、文書データのマージのプ
ログラミングを行った。VBA（Visual Basic for 









Visual Basic for Applications の授業では、主として
Microsoft Office Word の VBA を用いた授業を行った。










5.3 Visual Basic for Applications 
はじめに「Visual Basic for Applications」について
の授業を実施した。具体的には Visual Basic for 
Applications が Word、Excel、PowerPoint、Access、
Outlook、Publisher など、Office 製品のコントロール























































Visual Basic for Applications の学習の 2 つ目の柱
は「マージのマクロ」である。Word VBA を活用した、
中学生の課題としては、難易度の高い学習課題である。






えるようになる。本格的に Word VBA の威力が発揮さ
れ、実用的なプログラミングであると考える。 
 















5.7 Excel VBA、Access VBA へのつながり 
最後に学習のまとめとして、VBA の考え方について
生徒に伝えた。ここでは、VBA が本当に力を発揮する
のは Excel そして Access であるということを伝えて
いる。実社会の中で Excel VBA や Access VBA は効率
化を図る意味でも実用的である。今回 Word VBA を用
いたのは、学習者の発達段階、学びの深め方を考慮し





6  授業評価・アンケートの実施 
 全 17 時間のテーマ学習を終えた後は、授業評価と 
して、Microsoft Forms を用いてアンケート調査を行 
った。ここでは 3 つの質問について、平成 29 年度、 
平成 30 年度受講生徒全員の意見を紹介する。 
 








































































































































































































































































































開発は、最も Visual Basic の基礎的学習を活かせる題
材であると考えられる。 
7.2 Visual Basic を柱とした一貫性 



























Visual Basic を活用した成果であった。 
7.3  Visual Basic から Visual C#への展開 
今回は Visual Basic を柱とし、初学者でも学習しや
すい環境を用意した。しかし、プログラミング教育の
さらなる可能性を考えるのであれば、この学習から












が Visual Basic であって、プログラミング言語だけ変
えればよいのである。Visual Basic をきっかけとして
プログラミング学習を広げていくことは、効果的であ
ると考えられる。 
7.4 プログラミング教育の方向性 
テーマ学習で実施した、Visual Basic で進めたプロ
グラミング学習全体の実践から、プログラミング教育
に必要な考え方や方向性がわかった。 
第 1 に、プログラミング学習では経験を積ませるこ
とで、その世界観に引き込むことが可能になることが
わかった。また、学習を進めるにつれプログラミング
の考え方を学ぶことがわかった。そのため、ライント
レース制御、ゲーム開発、VBA と様々な形で経験させ
ることは有効であった。 
第 2 に、様々な経験を積ませ、内容を深めていくほ
ど、学習者はプログラミングの幅の広さを学ぶことが
わかった。特に着陸ゲームや VBA の学びには上限が
なく、創意・工夫の観点で大きな可能性を持っていた。
受講者は、講座内の内容は十分に理解できたとしても、
プログラミングそのものについての考え方の幅の広さ
を感じている生徒が多く見られた。このことから、小・
中・高などにおいて、長期的なプログラミング教育が
求められる。 
第 3 に、中等教育において高級言語をあつかうこと
で、プログラミング学習が発展的になることがわかっ
た。今回は開発向けツール（Visual Basic）を用いた
が、プログラミング言語を直接あつかえるため、プロ
グラムの仕組みがわかりやすい。現在、初等教育中心
として、プログラミング的思考の育成を中心に学習が
進められているが、生徒の発達段階、知的好奇心に合
わせながら、少しでも高級言語にふれる授業展開が望
ましいと考えられる。 
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